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笠 井 勝 子

は じめ に

ル イ ス ・キ ャ ロル とテ ニ ス ン が初 め て 会 っ た の は1857年9月 で あ る。

訪 ね て きた青 年 写 真 家(と 詩 人 は思 って い た)を テニ ス ン と夫 人 は 快 く

迎 え た 。 湖 水 地 方 に あ るテ ン ト ・ロ ッ ジで,ま た ワ イ ト島 の フ ァ リ ング

フ ォー ドで,キ ャ ロル は憧 れ の テ ニ ス ン とそ の 子 ど もた ち の 写 真 を撮 り

親 し く詩 人 の 話 を聞 く機 会 に恵 ま れ た 。 とこ ろ が1870年 に潔 癖 な青 年 は

完 璧 を心 掛 け る詩 人 に神 経 を逆 撫 で す る手 紙 を書 い て 関 係 が 冷 め て し ま

っ た 。

本 稿 で は キ ャ ロル が最 初 にテ ニ ス ンを訪 ね た時 よ りさ らに7年 前 の1850

年 か ら関 係 が す っ か り途 絶 え て しま う1873年 に か けて 二 人 の 交流 を 中心

にみて い く。テニ ス ンについ てはノーマ ン・ペ イ ジのTennyson、4nIllustrated

Lifeか ら,ル イ ス ・キ ャ ロル につ い て は 日記LewisCarroll'sDiaries1-6

巻,モ ー トン ・コー エ ン のTheLettersofLewisCarroll,コ リン グ ウ

ッ ドのTheLifeandLettersofLewisCarrollに よ った 。 キ ャ ロル の 写

真 「乞 食 の少 女 」 とテ ニ ス ンの 詩 「乞 食 乙 女 」の 関 わ りにつ い て は,2001
ノ

年 に ワ イ ト島 の フ ァ リン グ フ ォー ドで 開 か れ たル イ ス ・キ ャ ロル の 研 究

大 会 に お け る キ ー ス ・ラ イ トの指 摘(1)を 参 考 に した 。

1.1850年 からアグネス ・ウェル ドの写真 まで

テニスンは自分の詩 をなかなか出版 したが らなかったが,1850年3月

には出版社モクソンに頼んで,長 い間出版 しかねていた詩を6部 だけ印
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刷 し,1部 を1833年 に婚 約 して い たエ ミ リ ・セ ル ウ ッ ドに与 え た。 彼 女

は繰 り返 し繰 り返 し読 み,畏 敬 と賞 賛 と喜 び を覚 え た とい う。 そ の詩 に

「イ ン ・メ モ リァ ム 」 と い う題 を付 け た の はエ ミ リだ っ た。1850年5月 に

その 初 版 が 出 るや す ぐ増 刷 に な っ た。 同 じ年 の4月23日 に は 桂 冠 詩 人 ワ

ー ズ ワ ー ス が 世 を去 り
,ポ ス トは 空席 の ま ま に な っ て い た 。『タ イ ム ズ 紙 』

は後 任 が いつ まで も決 まっ て い な い こ と を書 い た 。11月 に な り,テ ニ ス

ンが そ の 後 任 に選 ば れ た 。 同 年6月13日 に テ ニ ス ン は 自分 の 家 族 の 誰 に

も知 らせ ず に,レ デ ィ ング か ら4マ イル ほ ど の シ ップ レイ ク の 知 合 い の

牧 師 の とこ ろ で エ ミ リ と結 婚 式 を済 ませ た。 当 日は ウ ェ デ ィ ン グ ・ケ ー

キ も花 嫁 の ドレス も間 に合 わ ず,花 婿 は 白 い手 袋 を ど こ か に 置 き 忘 れ て

い た。 テ ニ ス ンの伝 記 著 者 ノ ー マ ン・ペ イ ジ は,そ の よ うな テニ ス ン を,

「自分 の 決 心 が変 わ って しま う前 に 結 婚 に飛 び 込 む こ とに した かの ようだ 」

と書 い て い る。1809年 生 まれ の テニ ス ン は こ の 時41才 で あ っ た。

1851年 春 か ら翌 年 に か け て,テ ニ ス ン はエ ミ リ夫 人 と トゥ イ ッ ク ナ ム

に あ るチ ャペ ル ハ ウス に住 ん だ 。 忘、子 ハ ラム ・テ ニ ス ンが生 まれ た の は

1852年8月11日 で あ る。 後 に彼 は秘 書 と して 父 テ ニ ス ン を助 け,ま た テ

ニ ス ンの 死 後 に は伝 記 を著 した 。

ハ ラ ム の 前 に生 まれ た テ ニ ス ンの 最 初 の 子 ど もは 死 産(2)で,テ ニ ス ン

に は そ の こ とが 忘 れ られ ず,ト ゥイ ック ナ ム の チ ャペ ル ハ ウ ス を離 れ る

こ とに して 田舎 に家 を探 しは じめ た。1853年 秋 に な って ワ イ ト島 へ 渡 っ

た テ ニ ス ン夫 妻 は フ ァ リング フ ォー ドと い う カ ン ト リー ハ ウ ス を見 つ け

て借 りた。1855年7月 に 「モ ー ド」 を 出 版 す る と1年 足 らず 後 に は そ の

売 り上 げ で フ ァ リン グ フ ォー ドを買 い取 っ た。

テ ニ ス ンに は大 き な で き ご とが 続 い た1850年 の 翌 年,キ ャ ロル は ク ラ

イ ス ト ・チ ャー チ に入 学 した 。19才 で あ っ た。

彼 が テ ニ ス ン に会 う た め の 糸 口を掴 む こ とに な っ た写 真 に 手 を染 め た

の は,入 学 して5年 後 の1856年 で あ る。 翌 年,大 学 が 夏 の長 い休 暇 に 入
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るとキャロルはカメラを持ってクロフ トへ帰省 した。今ではその扱い も

板 に付 き腕前は上達 していた。彼 は写真を写す ときには,ち ょうど画家

が絵を描 くときの ように被写体ばか りでなく全体の構成 にも目を配った。

キャロルは自分の絵画の腕前について意見 を聞いてみた美術評論家のラ

スキンから,「努力 してもみるべ き成果は期待できない」と言われたため

に,彼 の絵心は写真にそのはけ口を見い出した。あとはふさわ しい被写

体 を見つけることである。

1857年8月18日,ク ロフ トに帰省 していたキャロルは家族の住む牧師

館 を訪れて くるさまざまな人に出会 い,気 に入れば写真 を撮 った。その

ような折 りに王立協会の事務次長をしていた人の妻でアン ・ウェル ドと

いう女性に紹介された。アン ・ウェル ドはテニスンの妻エミリの妹で,

一緒 に連れてきた娘はアグネス ・グレイスといった。テニスンの詩 を愛

読 し,い つかは会 ってみたいと願っていたキャロルにとって,こ れはま

たとない機会であった。

アン ・ウェル ドと娘のアグネス ・グレイスがクロフ トで滞在 していた

のは,1839年 から5年 間 をかけてウィリアム ・チェイターが家族のため

に住い として建てた石造 りで立派な外観のクラヴガー城であった。健 物

は1950年 に取 り壊 されて現在 は残っていない。)チェイターはクロフ トに

おいて代 々続いた土地の勢力者で,教 区内をも牛耳っていて教会の建物

の改修工事さえ牧師の自由にはさせない人物であった。クロフ トの聖ペ

テロ教会 の主任牧師であったキャロルの父 もチェイター とそれに組みす

る人々のなかで苦労 した(3)。

ウェル ド夫人は詩人のフランシス ・ポルグレイヴと親交があり,彼 は

幼いアグネス ・グレイスのためにソネッ トを作っている。キャロルは手

に鳩を乗せたアグネス と,マ ントを着て篭を持ったアグネスの写真を撮

り,マ ン ト姿の写真には 「赤ずきんちゃん」 という題 をつけた。その写

真をウェル ド夫入を通 してテニス ンに届 けたところ,テ ニスンは 「実に
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可愛い」と褒めた。キャロルの喜びはひとしおで,写 真撮影 に自信を深

めてい く。「赤ずきんちゃん」の写真は自分のアルバムに入れて,ポ ルグ

レイヴの作 ったソネットを探 し出 し,そ の下に書 き写 している。その一

節 は,

おお,枝 に咲 く花のみごとなこと(4)

まこと,周 囲を照 り輝やかす もの

というのであるが,こ れだけではもの足 りなかったのか,写 真の向かい

の頁に,自 分で次の詩 を作って書 き入れた。

ふかいふかい森の奥

子どもがひとりにこにこ歩む

しずまりかえった寂 しい森

お話 しながらほほえみながら

赤いフー ドを目深 に下ろ し

ゆたかな巻毛を押さえつつ

と う と う抜 け た迷 い 道

これ で や っ と,こ わ くな い

まぶ しい光 は,瞬 き させ て

ふ りそ そ い で くる明 る い 日差

ふ る え た りせ ず,ふ りむ か ず,

立 ち 止 ま らな い で 抜 け 出 した,

近 くに狼 い た け れ ど(5)

アグネス ・グレイスの 「赤ず きんちゃん」は森の中で狼 に狙われてい

た子 どもの恐怖をうま く表現 している。キャロルが撮った写真 としては

珍 しく,子 どもは硬 くなってカメラに向かいしかめつ らをしているよう
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に見える。アグネスにはそのほかに鳩 を手元においた写真がある。 しか

し 「赤ず きんちゃん」の写真 は,扮 装して写真を撮 るという趣向が もの

珍 しかったのか,当 時の人々には評判がよく,キ ャロルはロン ドンの写

真協会の第5回 写真展に出品 した。

2.テ ン ト ・ロ ッジ 訪 問

1857年9月 に,キ ャ ロル は 二 人 の弟 ス ケ フ ィ ン トン とウ ィル フ レ ッ ド

と共 に ス コ ッ トラ ン ド と湖 水 地 方 を旅 行 した 。 三 人 で 湖 水 地 方 の ア ン ブ

ル サ イ ドに宿 を と る と,キ ャ ロル は ひ と りで コニ ス トン ・ウ ォー タ ー湖

へ 歩 い て 行 っ た。 そ こ に は テ ニ ス ンが 夏 の 間 だ け借 りて い る テ ン ト ・ロ

ッ ジが あ っ た。 テ ン ト ・ロ ッ ジ は,リ ー ズas出 の 国 会 議 員 ジ ェ イ ム ズ ・

マ ー シ ャ ル の 持 ち家 で あ っ た。

か な りた め ら い は した が,キ ャ ロル は勇 気 を出 して テ ン ト ・ロ ッ ジ を

訪 ね,訪 問 用 の 名 刺 の 名 前 の 下 に 「『ア グ ネ ス ・グ レ イ ス 』 と 『赤 ず きん

ち ゃ ん 』 の 写真 撮 影 者 」 と書 き入 れ て 玄 関 で差 出 した。9月18日 の こ と

で あ っ た。 テ ニ ス ン は不 在 だ っ た が,エ ミ リ夫 人 は 気 持 ち よ く応 対 して

くれ て,1時 間 ほ ど話 が で きた 。息 子 の ハ ラ ム と ラ イ ァネ ル も出 て き て,

キ ャ ロル の 日記 の こ とば で 言 え ば,「 今 ま で見 た あ の年 ご ろの 少 年 で は,

一 番 きれ い」 な 子 ど もた ち に会 え た
。 エ ミ リ夫 人 は 子 ど もた ちの 写 真 を

撮 りに くる よ う に と言 い,さ らに テ ニ ス ン も写 真 を撮 らせ て くれ るの で

は な い か と希 望 を持 たせ た 。 夫 人 は また,テ ニ ス ンの サ イ ン を もら っ て

くれ る こ と も約 束 した 。

テ ニ ス ンの 二 人 の 息 子 は す ぐに キ ャ ロル に対 して打 ち解 け て,「二 人 と

も私 が 帰 る時 に は,一 緒 に送 っ て い く と言 い 出 した。 行 き先 が遠 い こ と

な ど は ま った く問題 で な い よ うだ った 。」 キ ャ ロル は こ の 日の 日記 を「臼

い石 で 記 念 す る 日」 と締 め く くっ て い る。

宿 泊 先 の ア ンブ ル サ イ ドへ 戻 っ て そ こ に3日 間 留 ま り,そ の 間 に キ ャ ロ
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ル は 副 牧 師 イ ア タ ン ・フ ェル の 子 ど もや ス コ ッ トラ ン ドの裁 判 所 長 だ っ

た 故 デ イ ヴ ィ ッ ド ・ボ イル の 孫 娘 の 写 真 を撮 っ た 。9月22日 に ア ンブ ル

サ イ ドか らコ ニ ス トンへ 宿 を移 して ホ テル に荷 物 を置 くとエ ミ リ夫 人 に

会 うた め に さ っ そ くテ ン ト ・ロ ッ ジ を訪 ね た 。応 接 間 に 通 され て しば ら

く待 つ と ドア が 開 き,一 風 変 わ っ た 容 貌 の 髭 も じゃ の男 が 入 っ て きた 。

テ ニ ス ン だ っ た 。

「髪 も
,口 髭 も,顎 髭 も,雑 然 と して い て無 精 に見 え た 。髭 の せ

い で顔 立 ちが ほ とん ど 隠 れ て し まっ て い る … … ダ ブ ダ ブ の上 着 を

着 て,チ ョ ッキ とズ ボ ンは 灰 色 の フ ラ ンネ ル,そ れ に黒 い 絹 の ネ

ッカ ー チ ー フ を無 造 作 に巻 い て い た 。 黒 い髪 を して い る。 目 も黒

だ っ た と思 う。 ま な ざ しは 鋭 く,落 ち着 か な い 。 鼻 は わ し鼻,額

は 高 く広 い,顔 も頭 部 も立 派 で 男 ら しい。 物 腰 は親 切 で,友 だ ち

に対 す る よ うに接 して くれ た 。 話 し方 に は辛 口の ユ ー モ ァ が 潜 ん

で い た 。」

これ は1857年 に キ ャ ロル が 初 め て テニ ス ン に会 っ た と きの 印象 で あ る。

テ ン ト ・ロ ッ ジ にキ ャ ロル が テ ニ ス ン を訪 ね た 目的 は,テ ニ ス ン に会

う こ と とハ ラム と ライ ア ネル の 写 真 を撮 る こ とで あ った 。 しか し一 家 は

ち ょ う ど翌 日に そ こ を引 き払 い,3日 後 にモ ン ク ・コニ ス トン ・パ ー ク

の ジ ェイ ム ズ ・マ ー シ ャル の 家 に滞 在 す る予 定 に な って い た 。 マ ー シ ャ

ル 家 は テ ン ト・ロ ッ ジ か ら1.6キ ロ程 の 所 に あ る ヴ ィク ト リア朝 風 ゴ シ ッ

ク様 式 の 建 物 だ った 。 テニ ス ン は親 切 に も キ ャ ロル を伴 っ て マ ー シ ャル

の 家 まで 行 き,屋 敷 内 に写 真 器 材 を運 び 込 ん で 写 真 を撮 らせ て も らえ る

か を 聞 い て くれ る こ と に な っ た 。

一 緒 にで か け た 道 す が ら
,キ ャ ロル は そ れ ま で疑 問 に思 っ て い た テ ニ

ス ンの 詩 につ い て 訊 ね た。 一 つ は 「モ ー ド」 の 中 の 次 の くだ りで あ る。

「男 が ふ た り,ど こ か で

酒 を飲 み な が ら,私 の こ とを話 して い る
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まあ,も しそ れ が 男 の 子 な ら,わ しの 息 子 は

た くさん も ら う。 だ か らそ う して お け ば よい 。」

テニ ス ンの 説 明 で は,こ れ は モ ー ドの 話 を して い る と ころ で 父 親 二 人

が 自分 と彼 女 の 結 婚 を 取 り決 め て い る場 面 だ,と い う こ とで あ っ た 。

キ ャ ロル は もう一 つ,「 詩 人 は憎 悪 の 極 み,侮 りの極 み,愛 の 極 み を与

え た」は何 につ い て 言 っ て い るか を訊 ね た 。 テ ニ ス ンは,「 こ とば が もつ

意 味 な ら,そ れ が 何 を伝 え て も,自 分 は ま っ た くか ま わ な い 。 そ れ を書

い た時 は,「 ほ ん もの の 憎 悪,等 々」の つ も りで 書 い た の で は な い か 」と

言 っ た。 さ ら に テニ ス ン は,「 モ ー ド」く らい 愚 か な 批 評 家 た ちか ら誤解

され た詩 は な い,と い う意 味 の こ と を語 っ た 。

ジ ェ イ ム ズ ・マ ー シ ャル は不 在 だ っ たが,夫 人 は訪 ね て き た二 人 に昼

食 を勧 め,写 真 を撮 る こ とにつ い て も 了解 して くれ た。 家 に は16才 の 息

子 の ヴ ィク タ ー と家 庭 教 師,そ れ に12才 の 娘 ジュ リア が い た 。

食 事 が 済 む とテ ニ ス ン は テ ン ト ・ロ ッ ジへ 戻 り,キ ャ ロル の 方 は マ ー

シ ャル 夫 入 の所 へ 自分 が撮 っ た写 真 ア ル バ ム を届 けて か ら コニ ス トン を

歩 い た 。 そ の途 中 で,ロ バ に引 か せ た荷 車 に乗 っ て い るテ ニ ス ン の子 ど

もた ち に行 き会 っ た。

そ の 日の夕 食 は テニ ス ンの 家 に招 か れ て,再 び テ ン ト ・ロ ッ ジ を訪 れ

た 。 マ ー シ ャル 夫 人 は キ ャ ロル が 置 い て い っ た写 真 ア ル バ ム を夕 方 テ ニ

ス ンの 元 に届 け させ て い た 。 テニ ス ンの 家 族 は そ の ア ル バ ム を見 て気 に

入 っ た 様 子 で,特 にエ ミ リ夫 人 は た い そ う感 心 して 見 て い た 。

楽 しい夕 べ は また た く間 に過 ぎ,そ ろ そ ろ暇 を と立 ち上 が った キ ャ ロ

ル は,ま だ9時 頃 だ とば か り思 っ て い た が,す で に11時 近 い こ と を知 っ

て ひ ど く狼 狽 した 。 ホ テ ル に 戻 る と玄 関 は閉 ま っ て い て長 い こ とベ ル を

押 し続 け る羽 目に な っ た の が ひ ど く興 冷 め の 結 末 で は あ っ た が,し か し

そ の 日の こ とを 日記 に は,「 じつ に 素 晴 しい一 日」 と書 い て い る。

翌 日は コニ ス トンか らケ ジ ッ クへ 行 き,ウ ェ ブ ス タ ー 家 に立 ち寄 る と,
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娘のシャーロットとメアリ,そ の友だちのマーガレット・ギャティの写

真を撮った。この時の写真は残念ながら現像に使用 した液が不具合のた

めか うまくいかなかった。翌日もう一度 撮 り直して,今 度はよいネガが

で きた。

9月26日 に乗合馬車でアンブルサイ ドへ戻ると,キ ャロル はす ぐにコ

ニス トンへ向かい,マ ーシャル家を訪ね,そ こでお昼をご馳走 になった。

午後は雨が降 り続 き写真は撮れなかった。 日曜 日には教会の礼拝に行 く

合間にマーシャルの息子のヴィクターと湖へ行ってボー トで遊んだ。

キャロルはマーシャルの家 をさらに二度訪れている。この時には,テ

ニス ンの家族 とマーシャルの家族,そ れにテニスンの義理の弟エ ドマン

ド・ラシン トンの写真を撮ることがで きた。

アンブルサイ ドを後 にしたキャロルは2日 後にクロフ トへたどり着い

た。ここでテニスンー家の写真がで き上がると,キ ャロルはもちろんす

ぐに詩人の元へ送 り届 けたことだろう。残念なが らその間の記録 は残っ

ていない。テニスンの家族 とのつなが りが再開す るのはそれから2年 後

のことである。

3.フ ァ リ ン グ フ ォー ドへ

1853年 の フ ァ リ ング フ ォー ドは,ワ イ ト島 の な か で も周 囲 に は何 もな

い 孤 立 した 場 所 に あ り,そ の 佇 まい と眺 望 が詩 人 の 気 に 入 っ た。 女 中 は

世 聞 か らあ ま りに遠 く離 れ た とこ ろ に きて し ま っ た と嘆 い た 。 当時 は本

土 か ら8マ イ ル 隔 て て い る海 を手 漕 ぎの ボ ー トで 渡 る よ うな とこ ろ で あ

っ た 。 フ ァ リン グ フ ォー ド とい う館 の 名 前 は14世 紀 の 人物 で あ るウ ォル

タ ー ・ ドゥ ・フ ァ リ ング フ ォ ー ドに 由 来 して い る。

1854年3月16日 に は,テ ニ ス ン に 二 番 目の 息 子 ラ イ ァネル が フ ァ リン

グ フ ォ ー ドで 誕 生 した。 そ の5年 後 の1859年 に ル イ ス ・キ ャ ロル は テ ニ

ス ン に会 うた め に ワ イ ト島 の フ レ ッシ ュ ウ ォー タ ー へ 行 っ た 。 そ こ は 島
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の南西のフレッシュウォーター ・ベイに近 く,島 の北西のヤーマスの港

からは5.6キ ロ南にある0テニスンを訪ねるにはヤーマスの港から人は徒

歩で行 き,荷 物はロバ に運ばせた。

1859年4月7日 にワイ ト島のファリンフォー ドへ渡 ったキャロルはテ

ニスンの家を探 して歩き,庭 の手す りのペ ンキ塗 りをしている男 にテニ

スンは在宅か と尋ねた。すると,「あそこにお られます よ」とその男は返

事をして指差 した。見 ると,フ ェル ト帽に眼鏡 をかけたテニスンが芝刈

りをしていた。テニスンはかな り強い近視のせ いでよく見えなかったよ

うだが,キ ャロル とわかると家に通 して くれた。夫人は病気でかな りや

つれてソファに横になっていた。

夕食を勧めようとす るエ ミリ夫人を制 して,テ ニスンはキャロル を一

緒 にお茶 と軽い食事に誘 った。翌 日は夕食に招かれた。帰 る前にテニス

ンは家の中を案内 してくれた。喫煙室 と図書室は現在 もそのまま残って

いる。人ひとりが通れ るほどの狭い通路 と細い階段を上って行ったとこ

ろにある図書室はかな りの広 さがある(6)。2年前に湖水地方のコニス トン

で撮った一家の写真がエナメルを塗った硬い紙の枠 に入れて,目 の高 さ

の所に掛 けてあるのを見て,キ ャロルは嬉 しかった。子 ども部屋にはハ

ラムがいた。ハラムはキャロルのことをす ぐに思い出 した。

軽い食事の後は2,3時 間ほどテニスンと喫煙室へ上がって話 した。

そこには,『王の牧歌』という詩の原稿があ り,見 せてほしいと頼んだが

断わ られた。帰 り際にテニスンは月明 りの庭を歩いて門 まで送 りなが ら,

自分の詩について話 した。

翌 日キャロルは約束 した時間にテニスンをファリングフォー ドに訪れ

た。ジョン ・シメオ ンというワイ ト島選出の国会議員 もいた。テニスン

は長い詩行が よく夢に出て くるという話をした。夢の中では,よ い詩が

できた と思 うのだが目が覚めてみるとまった く思い出せな くなると言っ

た。ただ,10才 の頃に夢でみた詩の一部 は覚えていた。それは,
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雀がいちわ

手押 し車に手紙 を書 くか?

このこどもっぽ い詩 を

おゆるしください。

この未発表の詩がお もしろいか どうかはともか くとして,そ の後の桂

冠詩人を予測 させ るものとはキャロル には思われなかった。テニスンは,

また別の夢の話 もした。それは妖精 を歌 った長い詩の夢で,書 き出し部

分の数行は非常に長 く,少 しつつ短 くなっていき,最 後の50-60行 は各行

がすべて二音節だけでできていた。

持参 した写真アルバムをゆっくりと見て もらうために置いて帰ること

にな り,キ ャロルは翌 日それを受け取 りに行った。アルバムの ところど

ころには,キ ャロルが詩や引用文の書 き込みを していた。それを見つけ

たテニスンの子どもたちは読んでほしい と頼むのでキャロル は読み上 げ

た。テニス ンの写真の向かいには次の詩が書 き入れてある。

詩人は黄金の国に生 まれた。

頭上には金の星 を戴 き,

憎 しみの極 み,侮 りの極み,

愛の極みを授けられている。

次男のライァネルはす ぐには何のことかわからなかった様子で,し ば

らく考えた後で,「法皇だ」 と言い出 した。エ ミリ夫人はそれを聞 くと,
ノ

声 を上げて可笑 しがった。

「おい,法 皇が一体 どうしたって?」 と,テ ニス ンの声が した。しか

し誰 も説明 しようとは しなかった。

キャロルのアルバムの中にはアリス ・リデルが乞食の姿で写っている写

真がある。専門家に頼んで,キ ャロルが彩色させた一段 と見栄えがよい

写真である。この写真 を見てテニスンは自分がそれ までに見た一番美 し

い子 どもの写真である,と 言ってキャロル を喜ばせた。写真は,1859年
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3月 にオ ク ス フ ォ ー ドで撮 影 した。

3.1「 乞 食 乙女 」 と古 いバ ラ ッ ド

テ ニ ス ン は,エ リザ ベ ス朝 の 古 いバ ラ ッ ドを も と に して1833年9月 に

「乞 食 乙女 」とい う詩 を書 い て い る
。出 版 した の は10年 後 の1842年 で あ る。

ク リス トフ ァ ー ・リ ック ス に よれ ば テ ニ ス ン 自身 が この 詩 に 関 して シ ェ

イ ク ス ピア の 『ロ ミオ とジ ュ リエ ッ ト』 第2幕1場 に次 の2行 が あ る こ

とを指 摘 して い た とい う。

こ ど もの ア ダ ム ・キ ュ ー ピ ッ ド,確 か な腕 で矢 を放 ち

コフ ィ トゥア 王 は乞 食 乙 女 に恋 を した

リ ック ス は,テ ニ ス ンが コフ ィ ト ゥア 王 の 話 を読 ん だ の はパ ー シー の

編 纂 した 古 い 英 詩 集 の なか で あ ろ う,と 書 い て い る。 トマ ス ・パ ー シ ー

が1765年 に 出 したReliquesOfAncientEnglishPoetryの 第1巻 に は

KingCophetuaandtheBeggar-Maidと い う1612年 の リチ ャ ー ド ・ジ

ョ ン ソ ンか ら引 用 した詩 が 入 っ て い る。この 詩 は 全 体 が120行 で あ る。テ

ニ ス ン は そ の 内 容 をわ ず か16行 に凝 縮 した 。 パ ー シ ー編 に 出 て い る古 い

バ ラ ッ ドの 方 は,昔 の ア フ リカ の 話 と い う書 き出 しで始 ま っ て い る。 そ

こ に 出 て くる王 コ フ ィ トゥ ア は女 性 に興 味 の な い人 だ 。 そ れ が あ る 日,

盲 目の 少 年(キ ュー ピ ッ ド)の 射 た矢 が胸 に突 き刺 さ り病 の床 につ い た 。

や が て そ の病 を癒 す 方法 は ただ 一 つ,窓 か ら見 か け た灰 色 の 服 を着 た 乞

食 を妻 にす る こ とだ と気 付 き,外 に 出 る と乞 食 た ち に 自分 の 財 布 の 中 味

を ば ら ま い て 与 え る。 そ の 場 に い た 乞 食 た ち は 地 面 に落 ち た もの を拾 っ

て走 り去 る の だ が,み な の 最 後 に な っ た乞 食 を王 は呼 び止 め,お 前 は 私

の 妻 に な り最 後 は 同 じ墓 に入 ろ う と言 っ た。 この 古 い英 詩 が 乞 食 に つ い

て 語 って い る こ とは,灰 色 の 服 を 身 に つ け て い る こ と と,王 の 申 し出 に

戸 惑 って しま うが そ れ を受 け入 れ る とい う だ け で,器 量 や 気 立 て に つ い

て の 描 写 は な い 。 た だ,盲 目の キ ュ ー ピ ッ ドの技 と王 の様 子 を描 き,結
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婚 して後 に二人は同 じ墓所に葬 られたという。テニスンはこのような内

容の詩の背後 に叙情 を感 じとり,キ ューピッドにはふれずに,乞 食乙女

の純粋 さや美 しさと彼女に惹かれる王をわずか16行 の詩でうたい上げた。

組んだ腕を胸に当てた その姿は

言葉では表せないほど美 しかった

乞食乙女は裸足で

王 コフィトゥアの前にきた

王衣 と冠を着けたまま 王は玉座から下 りて

彼女 を迎えた

「不思議はない」 と諸侯 は言った,

「彼女は太陽よりも麗 しい」

雲のかかった空に月が輝 くよう

貧 しい衣服の乙女は。

ある者は踝 を褒め,あ る者は目を,

ある者は黒髪 と優 しい物腰を褒めた。

可憐な顔,淑 やかなこと天使のよう,

国中どこにも 見かけたことがない。

王コフィトゥアは誓って言った,

「この乞食の乙女 を我が妃 としよう!」(7)

クライス ト・チャーチの学寮長 をしていたヘ ンリ・リデルの娘が肩 を

む き出 しにして素足で立ち,物 乞いの手つ きをしている写真 を見たとき

に,テ ニスンは自分の 「乞食乙女」の詩を思い出 して 「一番美 しい子 ど

もの写真だ」 と言ったのか もしれない。キャロルはテニスンの詩か ら写

真の着想 を得ていると,キ ース ・ライ トは指摘する。アリス ・リデル を
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乞食姿で撮影 したのは,従 来言われてきたように変装することで子 ども

の遊び心 を捉えたとか,身 分の区別が明確 な当時の社会でアリス ・リデ

ルがいかに恵まれているかを自覚 させ るものであるという説明よりも,

キース ・ライ トの指摘 にしたがって,テ ニスンの詩に戻 って写真を見 る

とき,乞 食姿のアリスには衣服に惑わされない,清 らかで純粋な美 しさ

を撮るというキャロル本来の美意識を見 ることができよう。

「乞食の少女」のア リスを撮影 した同年6月4日 に
,キ ャロルはエ ミリ

夫人に手紙を書 き,ハ ラムの写真 とハ ラムとライァネル兄弟を一緒に撮

った写真 とを彩色 したいので目の色 と髪の毛の色を知らせてほ しい,と

頼んだ。実際にその写真に色付 けが されたかどうかは分かっていないが,

その後 もハラム と手紙の交流を続 けた。1862年1月 には,自 分が子ども

の頃にナイフで木を削 って遊んだことを思い出し,ハ ラムにナイフを送

った。ハラムか らはお礼の手紙がきた。その手紙にキャロルが書いた返

事 をみると,ナ イフは直 ぐには使わせて貰えなかったようだ。

「ナイフを喜んで くれて,嬉 しいよ。 もう少 し大 きくなる

までは,使 わせてもらえない というのが残念だね。けれど,

もうあの時 より少 しだけは大きくなっているのだか ら,も し

かすると今ごろは使 っているか もしれないね。君たちの誕生

日がいつなのか教 えて くれた ら,君 の弟にも誕生 日のお祝 を

送ってあげよう。ぼ くの よろ しくを弟に半分あげて残 りは君

が とりたまえ。」

君の友だち

チャールズ ・L.ド ジスン

4.1860年 か ら1862年

1860年 に な る とテ ニ ス ン はプ リ ンス ・コ ン ソー トか ら詩 集Idyllsofthe

Kingに 署 名 を して欲 しい とい う手 紙 を も らっ た(8)。翌 年8月 に は 亡 き学
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友 ア ー サ ー ・ハ ラム と共 に31年 前 に訪 れ た ピ レネー の 峡 谷 を再 訪 し,Inthe

ValleyofCauterezを 書 い た(9)。そ の年12月 に,プ リン ス ・コ ン ソ ー ト

は死 去 した 。 テニ ス ン は ア ー サ ー ・ハ ラム を失 っ た と きの気 持 ち を思 い

起 した(10)。翌 年4月14日 に,テ ニ ス ンは ワ イ ト島 に あ る ヴ ィ ク トリア女

王 の 夏 の 家 オ ズ ボ ー ン ・ハ ウ ス で 女 王 に 謁 見 した(11)。こ こは 女 王 の 亡 き

夫 ア ル バ ー トが 設 計 に工 夫 を した建 物 で あ る。 初 め て 会 っ た 女 王 は聖 書

に次 い で テ ニ ス ンの 『イ ン ・メ モ リア ム 』 に慰 め られ て い る と告 げ た。

女 王 とテ ニ ス ンは,最 も大 切 な人 を失 っ た気 持 にお い て 通 じ合 う と ころ

が あ っ た 。 翌 年 の1863年 に は テニ ス ン は家 族 と共 に再 び オ ズ ボ ー ン ・ハ

ウ ス に 女 王 を訪 問 した(12)。

1862年4月 の キ ャ ロル の 日記 は紛 失 して い るが,こ の 頃 に妹 の メ ア リ

へ 宛 て た手 紙 に よれ ば キ ャ ロル は再 び ワ イ ト島 の フ レ ッ シ ュ ウ ォー タ ー

へ 出 か け て,4月16日 に は,テ ニ ス ン の家 で 食 事 を して い る。 そ れ はテ

ニ ス ンが 初 め て オ ズ ボ ー ン ・ハ ウ ス に女 王 を訪 問 した2日 後 の こ とで あ

る。 テニ ス ン は午 前 中 は あ ま り話 す 気 分 に な らな い た め に姿 を見 せ な か

った 。 キ ャ ロル は子 ど もた ち に 「象 の狩 人 」 とい うゲ ー ム を教 え て遊 び,

『オ グ ラデ ィ さん 』とい う ア イル ラ ン ドの物 語 を話 した 。そ れ が 終 わ る と,

子 ど もた ち に付 き添 っ て 近 くの デ ィ ン ボ ラ ・ロ ッジ に住 む 写 真 家 ジ ュ リ

ア ・マ ー ガ レ ッ ト ・キ ャ メ ロ ンの 家 へ 出 か け た 。 キ ャ ロル は キ ャメ ロ ン

に は既 に会 っ て い た 。 彼 女 は以 前 に テ ニ ス ンの 写 真 を くれ た の で,お 返

しに,『 イ ン ・メ モ リア ム 』 の た め の 索 引 をキ ャ メ ロ ン に贈 っ た 。 そ の 索

引 は妹 が 作 っ た もの で,キ ャ ロル は1862年1月 に テ ニ ス ンの 出版 社 エ ド

ワー ド ・モ ク ス ンに相 談 して 印刷 して い た 。

翌 日,海 岸 に 出 る と テニ ス ンの 息 子 た ち と キ ャ メ ロ ンの 息 子 が 二 人,

それ に詩 人 の ヘ ン リー ・テ イ ラー の 息 子 ハ リー の5人 が 来 た 。 子 ど もた

ち の年 齢 は7才 か ら12才 くら い で,戦 争 ご っ こ の つ も りな の か 兵 隊 の

よ うな 格 好 を して旗 を もっ て き た。 そ こで 子 ど もた ち に ウ ォー タ ー ル ー
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の戦 い を教 え て しば ら く遊 ん だ 。

次 の 日は再 び テ ニ ス ン の 家 へ 行 く と,キ ャ ロル は ハ ラ ム と ラ イ ァネ ル

に 自分 の アル バ ム の 中 に署 名 を させ た 。 詩 を書 い て 交 換 す る とい う約 束

を ラ イ ァネ ル か ら と りつ け る こ とは な か な か うま くい か ず,初 め に チ ェ

ス を12手 つ つ 打 つ こ と に な っ た。 と ころ が わ つ か6手 で キ ャ ロル が 王 手

を か け て お 終 い に な っ た こ とで ラ イ ァネ ル は我 慢 が な らず,ク ロ ケ ー の

バ ッ トで キ ャ ロル の頭 を一 回 打 つ と言 い 出 したが,こ れ は な ん とか 諦 め

させ た 。 結 局 ラ イ ァネ ル は詩 を二 つ 『ウ ォー タ ール ー の 戦 い 』 と 『プ リ

ン ス ・コ ンソ ー トの 死 』 を キ ャ ロ ル に書 い て渡 した 。 「非 凡 な り,と い う

ほ どの 詩 で は な い が,わ ず か8才 の 子 と して は,こ の 半 分 ほ ど も書 け る

とは思 わ れ な い く らい よ くで きて 」 い た 。 ラ イ ア ァ ネ ル に は詩 の お 返 し

と して,キ ャ ロル は ワー ズ ワ ー ス の 蛭 取 る人 を う た っ た 「決 意 と独 立 」

の 詩 をパ ロデ ィに した 「淋 し き荒 地 で 」 を書 い た。 『鏡 の 国 の ア リス 』に

は こ の 「淋 し き荒 野 で」を書 き直 した 「老 い ぼ れ た男 」(ま た は 「鱈 の 目」)

が 入 っ て い る。

ワ イ ト島 は1860年 を過 ぎ る 頃 に は,観 光 客 が 増 加 して フ ァ リング フ ォ

ー ドの近 隣 に もホ テル や 家 が 立 つ よ うに な っ た
。 テ ニ ス ン は観 光 客 を避

け て1862年 の 夏 は フ ラ ンス で過 ご した(13)。

1864年 に 出 版 され た 『イ ノ ッ ク ・ア ーデ ン とその 他 の 詩 』はす ぐに17,000

部 が 売 り切 れ た(14)。そ の 翌 年 に な る と国 内 は お ろか 欧 米 そ の他 の地 域 か

ら も,ま るで 旧 約 聖 書 で モ ー セ が 起 した 「エ ジプ トの疫 病 」 の よ う に手

紙 や 寄 贈 本 や 未 発 表 原 稿 が 次 々 とテ ニ ス ンの と こ ろへ 押 し寄 せ た(15)。テ

ニ ス ン に代 わ って エ ミ リ夫 人 が すべ ての 郵 便 に律 儀 に返 事 を書 い てい た。

1874年 に エ ミ リが 過 労 で倒 れ る と,長 男 のハ ラム が ケ ンブ リ ッジ を中 退

し父 の 秘 書 を引 き受 け るた め に戻 って きた。 そ して10年 後,1885年 に は

出版 社 を通 じて 『タ イ ム ズ紙 』に,「 テ ニ ス ンは 毎 日届 く数 え きれ な い 手

紙 に返 事 を 出 す こ と は とて もで きな い し,届 け られ る未 出 版 の 原 稿 に批
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評 を書いて返却することもできない」 と書いて出 した。夏を静かに過ご

すためにテニスンは昔エ ミリが住んだことがあるサ レーとサセックスの

境,ヘ イズル ミアの南東のブラックダウンに近 いところに,二 つめの家

オル ドワース ・ハウスを建てることにした。ヘイズル ミアの知 くに住ん

でいたアン ・ギルクリス トは1867年 にテニスンに会った印象 を,思 って

いたよりも老けてみえた,と 語ってい る。当時60才 近いテニスンについ

てギルク リス トは更に次の ように描写 している,

「高貴な顔立 をしてあらゆる点で王者である。目は非常に真面 目

で相手を見抜 く眼差 しを して,髪 は長 く黒かった。少 し薄 くなっ

ていたが頭部 には独特の美 しさがあった。」(is)

テニスンの印象については,1861年 にファリングフォー ドを訪れたギ

リシャ語学者ベ ンジャミン ・ジョーイッ トも次のように書いている。

「(テニスンは)超人 と子どもが一緒になっているようなところが

ある。会 うたびにますますその人柄 に尊敬 を抱 く。テニスンほど

正直で,男 らしく,温 かい友人はいない。あけっぴろげで,子 ど

ものように誰にでもそこにたまたま居合わせた人に向かって,自

分のなかに浮かんで くることを語る」(17)

ジョーイットといえば,1861年 にオクスフォー ドのギリシャ語欽定講

座の低 く据 え置かれたままの年俸(40ポ ンド)を 上げようとす る規定の

改正案が教授会 に提出された。審議 は午後いっぱいかかった。問題点は

二つあり,一 つは欽定講座担当職 についてであ り,他 はジョーイッ トの

神学上の見解 に反対するものであった。この二点が複雑 に入 り乱れて議

論されたため,キ ャロルは両者 を分 けて論 じるようにと発言 した。キャ

ロルが教授会でおこなった最初の発言であった。翌 日ドラモ ンド・パー

シー ・チェイスが書いた文書が回覧され,キ ャロルはす ぐに匿名で反対

の文書 「ギリシャ語教授職手当」を書 き回覧 した。結局,年 俸は据え置

かれた。しか しこの決定は1865年 に覆 されて,ジ ョーイットは500ポ ン ド
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の 年 俸 を受 け る こ と に な っ た 。こ の 出来 事 を題 材 に したパ ンフ レ ッ ト「π

の 新 測 定 法 」 を キ ャ ロル は1865年 に 出 した(18)

ジ ョー イ ッ トが テ ニ ス ンに初 め て 会 っ た の は1855年 で,詩 人 が 名 誉 博

士 号 を 受 け る た め に オ ク ス フ ォー ドを訪 れ た と きで あ る。 その 後 テ ニ ス

ン は再 度 オ ク ス フ ォー ドを訪 れ て 未 発 表 の 新 しい詩 を朗 読 した が,そ れ

を聞 い た ジ ョー イ ッ トは,テ ニ ス ン に 向 か って そ の詩 は出 版 しな い 方 が

よ い と忠 告 した。 す る とテニ ス ン は 「そ うい う こ とを 言 わ れ る の で した

ら,先 生 が お 昼 に 出 され た シ ェ リー 酒 につ い て,あ れ は ま っ た くひ どか

った で す な 」と切 り返 した 。 二 人 と も言 い た い こ と をは っ き り と言 う が,

気 に しな か っ た。 ジ ョー イ ッ トは 度 々 テニ ス ンの 客 とな りフ ァ リ ング フ

ォー ドを 訪 れ た 。1862年4月19日 にキ ャ ロル が 妹 メ ア リに宛 て て ワ イ ト

島 の フ レ ッシ ュ ウ ォ ー タ ー か ら出 した 手 紙 に は,テ ニ ス ンの 客 に な っ て

い る ジ ョー イ ッ トと一 緒 に散 歩 した と書 か れ て い た 。 ジ ョー イ ッ トの 年

俸 引 き上 げ に キ ャ ロル が反 対 した翌 年 の こ とで あ った 。

ジ ョー イ ッ トを一 例 と して テ ニ ス ンの 交 友 は詩 人 仲 間 に 限 られ ず 様 々

な分 野 の 人 が い た 。そ の な か に は キ ャ ロル が よ く知 っ て い る人 々 もい た 。

ラ フ ァエ ル 前 派 の 画 家 ミ レー や ホル マ ン・ハ ン ト,ワ ッ ツ,サ リヴ ァ ン,

舞 台女 優 の エ レ ン ・テ リーや ソプ ラ ノ歌 手 の ジ ェ ニ ー ・リ ン ド もフ ァ リ

ン グ フ ォー ドを訪 れ た。 芝 居 を よ く見 た キ ャ ロル は,テ リー一 家 を幾 度

も訪 ね て 知 っ て い た し,リ ン ドにつ い て は メ サ イ ア の 演 奏 会 で彼 女 の 歌

声 に感 動 した 。 キ ャ ロル は晩 年 の1897年10月3日 に教 会 の 収 穫 祭 の 子 ど

も礼 拝 で は ス ェ ー デ ンの ナ イ チ ンゲ ー ル とい わ れ た リ ン ドの 逸 話 を話 し

て い る。 リン ドはマ ンチ ェ ス タ ー に出 か け た と きに,演 奏 会 の前 に朝 早

く林 の 中 を散 歩 して い て 雨 に あ った 。 そ こ で み す ぼ ら しい 家 に 雨 宿 りを

させ て も らっ た 。 雨 の 止 む の を 待 ち な が ら家 の 人 と話 を して い る と,そ

の 日町 に くる有 名 な歌 手 の 歌 を 一 度 で よ い か ら聞 い て み た い とい う老 女

の こ と ば に リ ン ドは 自分 が そ の 人 で あ る と名 乗 り,彼 女 の ため に歌 を う
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たったという。 ジェニー ・リンドがテニスンを訪ねたときには,そ の歌

を聞 くために近 くに住む写真家マーガレッ ト・キャメロンが自宅のディ

ンボラ ・ロッジからテニスンの家ヘ ピアノを運び込 ませたという逸話 も

伝わっている。

1870年 にテニスンがディケンズの葬儀 に出席 した ときには,式 が終 る

と参列者たちは一 目彼 を見ようと押 し寄せてきた。この年の8月 にオル

ドワース ・ハウスは完成 していた。広 い道路 もな く馬 を替 える宿場 もな

い海抜245メ ー トルほどの所に建て られた家は広 くゆったりとしていた。

しか しあまりにも人里離れていたために,畑 で鎌 を研 ぐ音 もしなければ,

刈 り入れ をする人々の歌声 もな く,羊 や牛や鳥の声 さえも聞こえないと

詩人はこぼ した(19)

5.最 後 の 手 紙

キ ャ ロル とテニ ス ンの 交 友 は1870年 の春 に壊 れ て しま っ た 。1866年 に

テ ニ ス ンが ア ーサ ー ・サ リヴ ァ ンの た め に 書 い た 「窓 」 とい う詩 が 原 因

で あ っ た 。 「窓 」は,1867年 秘 か に印 刷 され て,そ の 一 部 が1870年3月 に

キ ャ ロル の 手 元 に 回 覧 さ れ て きた 。 そ の 後12月 に な っ てサ リヴ ァ ンが 付

け た 曲 と一 緒 に 発表 され た。 モ ー トン ・コー エ ン編 の 『ル イ ス ・キ ャ ロ

ル の書 簡 集 』 に は,ま だ 未 出版 で あ っ た 詩 の こ とで テニ ス ン との 関 係 を

悪 く した こ と を示 す3通 の 手 紙 が あ る。そ れ ぞ れ1870年3月3日,7日,

31日 に キ ャ ロル が 書 い た もの で あ る。3月3日 の 手 紙 で,キ ャ ロル は テ

ニ ス ン に 宛 て て,

「あ な た の 未 出版 の 「窓 」 とい う詩 が あ ります 。 … … 友 人 が 手 書

きの 写 しを も らい,今 度 は わ た しに そ の 写 しを くれ ま した。 わ た

しは まだ 読 ん で い な い の で す が,よ け れ ば 喜 ん で読 ませ て い た だ

きた いの で す … … 」

と書 い た 。 手 紙 に は さ ら に続 け て この 写 し を 自分 が 持 っ て い る こ と を許
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して もらって気持ちを楽にしたいこと,ま た,そ れを友人たちに見せる

許 しを貰いたいと頼んだ。テニスンか らはエミリ夫人の筆 による断わ り

がきた。納得がいくまでは出版を しないテニスンだか ら,許 可 をもらっ

てその詩 を読 もうとしたキャロルの行為 を 「紳士にあるまじきこと」 と

憤 りを表 した断わりである。

3月7日 のキャロルの手紙には,テ ニスンからの返事がエ ミリ夫人の

手で書かれているが内容はテニスン自身からのもの と承知 したうえで,

テニス ンが未発表の詩が回覧されていることを不快 に思っているという

ことに対 して,

「このようにあなたの個人的な信頼 を軽率に裏切った人はそれが

誰であって も,極 めて名誉に反することをしたと私は考えます。」

と,同 情の気持 ちを書いた。続けて,テ ニスンが印刷所のモクソンにそ

の責任があると考 えていることに対 しては,

「この点に関 して私が黙っていれば,あ なたのお考えに同意 して

いると思われるかもしれませんか ら,モ クソン氏のために申し上

げます。私の知る限 り,彼 は今回のことには何 も関係がありませ

ん……」

と,キ ャロルはモクソンを弁護 した。

テニスンか ら来た手紙には,

「その ような人々が何 を行なっていようとも,著 者がその作品を

公にしていないときはそれな りの理由があると,紳 士たるものは

承知すべ きである」

と書いてあった。礼を尽 したつ もりのキャロルは,テ ニスンのことばに

気を悪 くし,反 撥 をぶつけた手紙を出 した。それ を無視せずにテニスン

は返事を出 した。テニスンが夫人を通 して書いた手紙 は見つかっていな

い。キャロルには,手 紙のことばは故意ではないとして も自分がなにか

紳士にあるまじきことをしたという意味になるとして,
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「この詩が現在 回覧 されていること,お よび私の手にその1部 が

きたことは私が したことではあ りません。いったい私 は何 をしな

かったためにあなたの言われる騎士道の名誉を重ん じることに欠

けているのかをしっか りとお尋ね したい」

と憤慨 した。

3月31日 にキャロルが書いた手紙 によれば,キ ャロル に対する不名誉

の咎は撤 回され根拠のないことは認められたようだ。 しか しテニスンは

謝 まることも遺憾の意を表明することもしなかったために,キ ャロルは

満足せず,二 人のや りとりを揶揄 した会話を作 って送付 した。それはい

かにもキャロルらしい文ではあるが,相 手がテニス ンではや り過 ぎとい

うものだ。

「貴殿 はまった く紳士ではない。」

「貴殿 はそのようなことばで私 にひどいことをされる。証拠 をし

め されよ,そ れ とも撤回されよ!」

「くりかえそう。 貴殿の行いは名誉に背 く。」

「それはちがう。わが行いの一部始終 を申 し上げた。貴殿の根拠

のない誹謗に責任 を取 られ よ,そ の責任 をどうされるか?」

「以前は貴殿をもっと悪い人間だ と思っていたが,結 局は紳士か

もしれないと考えるようになった。」

「今回の非難 も前と同様根拠がない。 もう一度訊ねる。貴殿は謂

れのない誹謗をな した責任 をなん とされるか。」

「貴殿 を許す。 もう何 も言 うな(2°)。」

1871年12月 に 『鏡 の 国 の ア リス 』 の 初 版 が 出 来 あが っ た 。 オ ク ス フ ォ

ー ドの キ ャ ロル の元 に はマ ク ミラ ン社 か ら特 別 に製 本 した3冊 の モ ロ ッ

コ革 の 本 と ク ロ ス 製 の 本100冊 が 著 者 贈 呈 用 と して届 い た。12月8日 に キ

ャ ロル は モ ロ ッコ 革 の3冊 を,ア リス ・リデ ル と フ ロ ー レ ンス ・テ リー
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そ してテニスンに贈った。同年12月22日 にはブラッ ドリー夫人に宛てた

手紙のなかにキャロルは,「 テニスンさんへの私の 『和解の贈 り物』に対

して,彼 からは自筆の礼状 をいただいた。このことが とても嬉 しい。」と

書いた。冷たい氷は解けたかの ようであった。

翌1872年6月,キ ャロルは気に病んでいた吃音を治すためにシェフィ

ール ドのルイン医師の指導を受けた。効果があると判断 したキャロルは,

6月19日 にテニスンへ手紙を書 き,同 じ吃音があるテニスンの次男のラ

イァネルがルイン医師の元へ行 くことを勧めた(21)。テニスンは折 り返 し

23日付けで返事を出 して礼を述べ,「ライァネルの吃音はずいぶん改善 し

てきており,年 令が進むにつれてやがて無 くなるであろう,従 って,シ

ェフィール ドまで行かせ るには及ばないと思 う」 と書いた。キャロルが

更なる和解 を求めて子どもの吃音を気に掛けて出 した手紙 は,思 ったよ

うには実 を結ばなかった。1874年 にキャロルは再びワイ ト島を訪れたが

テニス ンには会 えなかった。家 と使用人の写真を撮っただけで終わった。

1878年 のライァネルの結婚の ときにキャロルはお祝の手紙を出した。返

事はハラムからきた。そこにはお祝の手紙に対するお礼 とほかにも返事

を書 く手紙が沢山あるので失礼,と だけあった。キャロルはその後二度

とテニスンを訪ねていない。1886年4月 ライァネルはイン ドの密林で悪

性のマラリアに罹 り,帰 国途中に船上で亡 くな り遺体は紅海に沈められ

た。

1890年 の夏イース トボー ンからロバー ト・ホーソーン ・コリンズへ宛

てた手紙の終 りにキャロルは,「君がテニスンを訪問 した ときの詳 しい話

をして くれたらと思 う。彼 自身のこと,夫 人のことを。私 も昔は彼 と家

族を知っていた,か な り親 しくね。夫人はとて も気持ちの よい楽 しい人

だったし,ラ イァネルは,私 がこれまでに見た男の子女の子を問わず一

番綺麗な子だったと思う」 と書 き,テ ニスンと家族のことを心に掛 けて

いた。
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注

(1)研 究ノー ト 「乞食乙女」英語史研究会会報第6号 田島松二編集/

発行

 

(  2  ) I nearly broke my heart with going to look at him. He lay like 

  a little warrior, having fought the fight and failed, with his hands 

   clenched, and a frown on his brow... If my latest-born were to die 

  to-night, I do not think that I should suffer so much as I did, 

  looking on that noble fellow who had never seen the light. (Ten-

   nyson p.105.)

(3)「 チ ャー ル ズ ・ ドジス ン牧 師 と聖 ペ テ ロ教 会 」 英 米 学 研 究 第34号

(4)Diariesvol.3,n.138.

(5)プ リン ス トン大 学 図 書 館 所 蔵 の キ ャ ロル の ア ル バ ム よ り筆 者 の書

写(1994年)を 試 訳 。

(6)2001年 の夏 にル イ ス ・キ ャ ロル 協 会 は こ の部 屋 に50脚 ほ ど の椅 子

を 入 れ て 研 究 発表 に使 用 した 。

 (7) The Poems of Tennyson, ed. C. Ricks, 1987, pp.604-5  *L  

(  8  ) Tennyson p.129  

(  9  ) Tennyson p.137 

(10) Tennyson p.129 

(11) Tennyson p.131

(12)1873年 に な って テ ニ ス ン は ウ ィ ンザ ー城 を訪 問 した。 女 王 は城 内

に あ るプ リ ンス ・コ ン ソ ー トの 墓 所 に彼 を連 れ て 行 く と,自 らテニ

ス ン に説 明 を した 。 ル イ ス ・キ ャ ロル は,オ ク ス フ ォー ドで 学 ぶ 皇

太 子 の 写 真 を撮 った り リオ ポル ド王 子 の 娘 ア リス に 『不 思 議 の 国 の

ア リス 』 を贈 呈 した こ とは あ っ たが,女 王 に会 っ て 話 し をす る とい

う機 会 は な か っ た 。

(13)Tennysonp.127

II



ル イス ・キ ャ ロル と テニ ス ン

(14) Tennyson p.131 

(15) Tennyson p.129 

(16) Tennyson p.158 

(17) Tennyson p.159 

(18) The New Method of Evaluation as applied to  r. 1865. The 

  pamphlets of Lewis Carroll,  vol.I. The University Press of 

  Virginia, ed by Edward Guiliano & Stan Marx 

(19) Tennyson  p.128

(20)テ ニスンにとって詩作は自分のために私かにおこなうことであり,

ご く親 しい友人に見せ るとか読んで聞かせたりするもので,作 品を

出版 して世 間の 目にさらす ことは,慎 みが ないこ とに思 われた

　　　 (Tennyson　 p.93)

(20)　 `lf　Lionel　 is,　as　I　understand,　 still　suffering,　 as　I　have　 done　 for

　　　most　 of　my　 life,　from　 that　 most　 annoying　 malady,　 I　do　 most

　　　strongly　 advise　 that　 he　 should　 go　over　 to　Sheffield　 and　 hear　 Dr.

　　　Lewin......'(The　 Letters　 p.178.)
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